















水谷信夫 (2001) 卵寄生蜂カメムシタマゴトビコバチとダイズカメムシ類の寄主• 寄生者関係に






































































































































































Higuchi, 1993;IIirnse et al. 1996)がある他，基礎
的特性や寄牛行動，既寄牛寄キの識別，摂食行動
虞須， 1989;窃須・広瀬， 1985, 1986 ; Takasu 
and Hirose, 1!)88, 198D, 1991a, b, 1993 ; 野嵐
1993 ; Icuma, 1996 ; 樋口， 1997)などが明らか応
されている。これら卵寄生蜂は，カメムシ娯の個体
群制御要因として軍要な種）Jぎをしており（高姐・ lぷ
瀬， 1985; Higuchi, 1993 ; 樋口,1994), 天敵とし
ての利用が期待される。
犬敵の利用方法として，一般に，伝統的庄物的防





を皿強する力法がある (Huffakerel al. 1977 ; 点」木，
1988; 村 I幽， 1997)。一つは，宰内で飼育した天敵
を定期的に放剣する方法である (Huffakerct al. 
1977; 窃木， 1988;村 I・.,1997)。これには，）＜風
放釘（放倒した犬敵そのものの効果を狙う）と接種


































(Leal ct al. 1995) ~ カイロモンの利用は，・応敏の慟
きを叫強する）j法のひどつであり (Huffaker el al. 
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メムシの卵に寄生する（高須・広瀬， 1985; Hirose 
et al. 1996)。本寄生蜂のダイズ圃場における寄生
活動については，高須・広瀬 (1985)およ び

































年次 6月 7月 8月 9月 10月 1月
平均気温 （℃）
1990 23.7 27.8 28. 7 25.1 17.9 13.5 
1991 23.6 27. 2 27.2 24.7 17.3 10.8 
1992 21. 2 26.0 26.3 23.6 17.0 1. 5 
1993 22.7 25.5 25.9 22.6 16.4 13. 7 
1994 22.9 29.2 29.0 23.6 18.5 14. 1 
降水量 (mm)
1990 315.5 269.0 72.0 184. 5 125. 5 21. 0 
1991 506.5 327.5 128.0 104.5 63.0 72.5 
1992 241. 0 18. 0 315. 6 58.1 14.0 50.0 
1993 878.3 693.0 336.4 317.0 69.0 76.5 
1994 215. 1 97.5 71.5 19.5 33.5 7.0 
a)観測地点は九州農業試験場（熊本県菊池郡西合志町）。
第2.1表 試験を行ったダイズ圃場と調査期間
年次 作型 i) 播種 開花 面積 (a) カメムシ卵の回収 吸引粘着 トラップ
盛期 期間 問隔 （日） 期間
1990 夏 4 /25 6 /20 2 6/22-8/31 3-4 6/ 8-8/16 
秋 7 /18 8 /25 2 8/24-10/ 5 3-4 8/20-1/ 8 
1991 夏 4 /23 6 /19 4 6/ 5-8/24 4 6/ 4-9/27 
秋 7 /10 8 /21 4 8/16-10/15 4 8/13-9/26b) 
1992 夏 4 /21 6 /17 4 6/ 3-9/1 4 6/ 2-9/21 
秋 7 I 9 8 /22 4 8/22-10/13 4 8/23-1/26 
1993 夏 4 /21 6 /19 ， 6/10-8/24 5 6/ 8-9/ 3 
秋 7 /14 8 /28 10. 5 8/24-10/ 8 5 8/22-1/ 1 
1994 夏 4 /26 6 /22 5 6/ 5-9/ 3 5 6/ 3-9/16 




























(,18911度）と発育峯点 (Jl.3℃) (~tllllala, 1993.l, 



















メムシは，ホソヘリカメ J • ーヽ ン科 (Alydidae)のホ
ソヘリカメムシRiptortusclavatus (、'I泊国「lf'RC,), カ
メムシ科 (p, en 1a101111dac〉のイチモンジカメムシ
Piezodorus hyhneri (G、町1、ー），マルシラホシカメム
シEysarcorisguttiger (_T」lしNBヒ1-tCl), アオクサカメ
-¥ 1/ Nezara antennata~con, • ミナミアオカメム
シNezaraviridula (L1NN・¥l!I. ゞ ，チャパネアオカメ
ムシPlautiacrossota stali Sconおよびマルカメム



















Ooencyrtw; ru;』astusT凡l江 rrLJN, Tel⑰ om.us triptus 
K1xoN, ミックリクロタマゴ‘バ 1 Tn部olcus
mitsukurii (J¥s1」M.h.wlが複数柿のカメムシ卵に寄
生したツ






















Re Ph Eg Na Nv Ps Mp 
トビコバチ科 [Encyrtidae]
カメムシタマゴトビコバチ[Ooencyrtus nezarae lsm1] 
トビコバチ科の一種 [Ooencyrtus acastus TRJAPITZIN] 
クロタマゴバチ科[Scelionidae] 
クロタマゴバチ科の一種 [Telenomus triptus N1xoN] 
ヘリカメクロタマゴバチ [ Gryon japonicum (ASHMEAD)] 
ホソヘリクロタマコバチ [Gryon nigricorne (DoDD)] 
ミックリクロタマゴバチ [Trissolcus mitsukurii (ASHMEAD)] 
マルカメクロタマコバチ [Paratelenomus minor (WATANABE)] 
a)Rc: ホソヘリカメムシ [Riptortus clavatus (THUNBERG)] 
Ph: イチモンジカメムシ [Piezodorus hybneri (GMELIN)] 
Eg: マルシラホシカメムシ[Eysarcorisguttiger (THUNBERG)] 
Na: アオクサカメムシ [Nezara antennata SCOTT] 
Nv: ミナミアオカメムシ [Nezara viridula (LINNAEUS)] 
Ps: チャパネアオカメムシ [Plautiacrossota stali SCOTT] 
Mp: マルカメムシ [Megacopta punctatissimum (MONTANDON)] 
b)+; 寄生が確認できた種
??? ???
＋ ＋ ＋ 
???
＋ 
＋ ＋ ＋ 
???









































































b) Re; ホソヘリカメムシ， Ph;イチモンジカメムシ， Eg;マルシラホシカメムシ，
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8月 9月 10月
夏および秋ダイズ圃場におけるマルカ
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茎 10. 7士 2.6
英 60. 7士 6.8
葉 85.2士 9.0
之土" 10. 0士10.0 
英 4.8士 2.1 
葉 100 
之土" ゜英 ゜葉 84.3 





On Tt Gj Gn Pm Tm 
59.4士 4.0 1. 7士 2.8 8.7士3.1
28.3士10.7 10.0士10.0 10.6士4.8




59.6士12.8 4.2士 3.0 0.5士0.5

























d) On; カメムシタマゴトビコバチ， Tt; Telenomus triptus, Gj ; ヘリカメクロタマゴバチ，

















寄生率が高い傾向がみられ （第2.5, 2. 6表），ホ
ソヘリカメムシとイチモンジカメムシでは，策 と
























































































































































































































































































































a) On:; カメムシタマゴトビコバチ， Tt; Telenomus triptus, Gj ; ヘリカメク ロタマゴバチ，
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いて明らかにされており（高須， 1989; Takasu el 
al. , 1998 ; 野rn,1993), 本寄生蜂と G巧un属 2秤
卵寄牛蜂の部位別選好性の茫いが，ダイズの部位に
よるこれら祁寄生蜂の寄生率の芹をもたらしている



























































































位の遠い (Takasuet al. , 1998)や本寄生蜂の圃場
からの分散によるカメムン加富期後半の寄庄率の低
































































,.'"言100 (35) 100 (38) 
(14) d) 







38.7 (75) ＊ 
45.9 (74) ＊ 
52.9 (17) * d) ＊ 
34.5 (55) ＊ 
50. 0 (38) 
51. 5 (33) ＊ 
a)飼育室内でホソヘリカメムシを寄主として約90世代継代した雌蜂の子を使用。
b)括弧内は供試した卵または卵塊数。























































められず (X2検定， p>O.05), 同カメムシ卵での継
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第3.2表 ホソヘリカメムシ卵とイチモンジカメムシ卵を同時に与えた場合のカメムシタマゴトビコ
バチの寄主種の選択










70 (76. 1) 
Re-Ph 
9 (20. 9) 
20 (21. 7) 
Ph-Re 
5 (1. 6) 



















































(Bergeijk et al., 1989 ; Kaiser et al. , 1989 ; Pak 




の選好性が保たれる。(Kaiseret al. , 1989)。また，
Trichogramma属の別の卵寄生蜂 (Pakand Lente-
ren, 1984)やショウジョウ バエ の幼虫寄生蜂





matum (Taylor and Stern, 1971)や，ハエの蛹寄

















的な寄主による継代で変化する (Bergeijkel al. . 
1989), および変化しない (Kaiseret al., 1989) 
という異なる結果が得られたのは，本来の寄中での
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第3.3表 カメムシタマゴトビコバチ,)によるホソヘリカメムシ卵およびイチモンジカメムシ卵の受容
寄主 雌蜂数 D/Cb)c A/Db)c A/Cb)c 
供試数 接触数
ホソヘリカメムシ卵 102 101 1. 00 0. 96 0. 96 
イチモンジカメムシ卵 101 101 0. 53* 0. 8n.s. 0. 48* 
a)野外に人為的に設置したホソヘリカメムシ卵から羽化後，イチモンジカメムシで7世代継代した雌蜂。
b) C: 接触行動を示した蜂数， D:ドラミング行動を示した蜂数， A:産卵行動を示した蜂数。




寄主 ドラミングした ドラミングを開始する 開始までに要した時間 （秒）b) 
雌蜂数 までの接触回数 接触 ドラミング
ホソヘリカメムシ卵 101 1.0士0.0 143. 7士159.2 143.7士159.2
イチモンジカメムシ卵 54 2.5士2.1 120. 5士127.3n.s. 307. 9士271.4* 
a)野外に人為的に設置したホソヘリカメムシ卵から羽化後，イチモンジカメムシで7世代継代した雌蜂。


















































いることが報告されており (Strandand Vinson, 









































セトン．蒸徊水各 lmlに没せ窒したA l -3時問
後にぷ上卵または富上卵塊を取り出し， :.l-1時間
風乾した風乾したホ'.)ヘリカメムシ 1砂I:」またはイ
チモンジカメムシ l卵塊のいずれかをろ紙片 (8X 
















































ヘキサン 80 96. 3a 79 34. 2a 
アセトン 79 67. lb 80 6.3b 
蒸留水 80 92. 5a 80 50. Oa 
未洗浄 78 89. 7a 80 46. 3a 
a)野外に人為的に設置したホソヘリカメムシ卵から羽化後，イチモンジカメムシで7世代継代した雌蜂。
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(Nordlund el al. , 1987) c ・)J, ゴキプリ (J)卵に寄
生する Tetrastichushagenowiiは多くのゴ・キブリの
卵鞘に存在するシュウ酸カルシウムを寄主忍知物質
どして利用している (Vinsonand Piper, 1986) =-
本物肯はゴキプリの卵鞘の醤凪的な成分であり
(Gutltric and Tind叫[, 1%8), 寄キ範囲の）ムい本寄
生蜂のgeneralrecognilion kairomoneとして作用し













1981; Vinson, l98G)oまた， Tr比lwgram.m.a属り）
卵寄牛蜂では，砂粒や樹脂の液滴，ガラスビーズ，
水銀の小滴0)ような無生物の物体にドリリング行動
















ムシ卵塊を2;"'i℃,16L 8 D (7)飼育室内に静芭し，蜂
の発有日数を調べた。




















l卵塊 (8卵／卵塊）のいずれかを，ろ紙片 (8X 










































ホソヘリカメムシ卵 13.4士0.5 (n=920) 2. 86 (n=l224) 
イチモンジカメムシ卵 13.3士0.6* (n=l210) 9. 70* (n=l340) 
a)ホソヘリカメムシまたはイチモンジカメムシ卵から羽化した雌蜂を供試。
b)平均値士標準偏差。
c)• : ホソヘリカメムシとイチモンジカメムシの間に 5%レベルで有意差あり 。
（死亡率および性比； X 2検定，発育日数； t検定）。
性比
（早 ／（早 +J'))') 
0. 85 (n=1189) 
0. 89* (n=l210) 












31. 2士0.5 (n=83) 





c)• ; ホソヘリカメムシとイチモンジカメムシの間に5%レベ）レで有意差あ り (MANN-W田TNEYのU検定），
n.s.; 有意差なし。
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第3.8表 ホソヘリ カメムシ卵およびイチモンジカメムシ卵塊においてカメムシタマゴ トビコバチが
産卵行動に要した時間,)(平均値士標準偏差）
寄主 供 カメムシタマゴ・ 産卵行動に要した時間 （秒）,) 総産卵時間
（秒） c) カメムシ試トビコバチ ドラミング タッピング
数産卵数b)
穿孔 寄主体液摂取 産卵 休息
ホソヘリ 11 6.1士1.1 54. 8士8.5 23.6士13.4 596.3士143.2 166.1士82.4 97.8士12.394.6士133.9 1033. l士192.6
607.3士
イチモンジ 9 8.1士1.7 254. 4士83.0* 33. 5士6.9*288.1士147.6*468.0士147.6*83.4士14.5・ 1734.6士923.5* 
733.2* 
(18. 9士7.On.s.) (202. 2士86.4*) (444. 3士137.3*) (75. 8士16.3*) (1602.4土936.8*) 
a)雌蜂が自身の卵を1卵産卵するのに必要な時間として算出した。
＊；ホソヘリカメムシとイチモンジカメ ムシの間に5%レベルで有意差あり (t検定）， n.s. ; 有意差なし。
データを対数値 (log(x+ 1) に変換後検定を行った。
b)ホソヘリカメムシ 1卵またはイチモンジカメムシ 1卵塊 (8卵／卵塊）当たりのカメムシタマゴトビコバチの産卵数。
c)括弧内は過寄生時の産卵行動に要した時間を除いた場合。












































ている (Lewisand Redlinger, 1969 ; Marston and 












た， 卵粒で産卵 され， 1卵から 4-7頭が羽化する













































































































人）， I, :3, 7, 12日間梢になるように設定した。
各々の寄牛間痛について寄キ卵を20・-;"j()卵供試した。





























































はヘ リカメクロタマゴバチの羽化率は.:iO~ f.i(_)O,{, にま
で上外し，カメムンタマゴトビコバチの羽化率を上
回った，：・






化 40 ● 羽化率
ま



















































＾ % 40 ヽ
20 


























た。本カメムシ卵から Ttriptusは 1卵当たり 1頭
が羽化し，カメムシタマゴ トビコバチははとんどの






化 40 珍 未羽化個体率
ま
多咳9 後た 20 彦多は ✓✓ 多防i:'i[7d ~ “ 
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ある Trichogramma pretiosum R1L口では， T.
pretiosumが寄主卵いっばい忙成長した単寮生性の
Telenmnus heliothidis A~HJ\11.'AU に二次寄生するこ














































る (Salt, WGI ; 志質， 197:¥;Codfray, 1994)。





る (Takasuand Hirose, 1989)。また，本寄牛蜂と
同じトビコバチ科で幼虫の形態が似ている
Metaphycus luteolus (TIMBERLAKE) とMicroterys
flavus HowARnでは，幼虫は孵化後3-5 l:目に偶
然遭遇した他個体を別で傷つけ死亡させることが知
られている (Bartlettand nail, 1%4)0カメムシタ
マゴトビコハチにおいても，孵化後1日目までは 1




(Takasu and Hirose, 1989), 大ぎくなり硬化した























pequodorum VIERECKとAphidiuservi H叫 DAYは，
常にAphidiussmithi SnヽRM.¥& SrnR.・、R.¥oとの種間
競争に強い (Cho,vand ¥fackauer, 1984; 
















に注入する細胞融解性の毒液 (Strandand Vinson, 
1984)は，説争相手である T.heliothidis O)幼虫を
動けなくする働きを持ち，産卵場所付近から寄上りj:」












ものが多い (IIokyoand Kiritani, 1966 ; 人野，
1!)83など)" T. triptus雌成虫も，イチモンジカメム
シ卵塊上で，接近してきた同種他個体を攻撃する








水谷：トピコバチとカメムシの寄千• 寄牛．者関係 G:.l 
ゴトピコパチヘの攻撃性が認め上れず湛姐，木埜
表}. カメムシタマゴトビコバチの庄卵に影苦を及
ぽさない (Takasuet al. , 1998)" ・ 方，カメムシ
タマゴl、ピコバチは，ホ'.)ヘリカメムシ卵上で
G1yon厨の団蜂の芦卵に彩郭を及ぽさない






















Kumala el al., 1990) A、、このフ J ロモンは雌成虫だ
けでなく袖1£虫や幼虫も誘引することから，策合
7ゴロモンと呼ばれ， Lealct <li. (19%)により
(E)-2-hexenyl (Z)-3-hexenoa!e (以下訟IZ'.31I), 
(E)-ど-hcxcnyl(E)-2 -hcxcnoatc (以下l辺IIE211),
1nyristyl isobutyrate (以 I、¥H) の3物質の混合物




(Leal CL al., 19%). 本寄り．蜂が木フ」ロモンを，
富上であるホ‘入ヘリカメムシ卵を採す際の手がかり





































































































水谷：トビコバチとカメムシの寄主• 寄生者関係 55 




雄10頭 1.00士1.55a 2. 00士2.53a
合成フェロモンa) 6. 67士7.58a 0.50士0.55a
対照b) 0.83士0.75a 1. 00士1.55a 
a) 3物質の混合物 (E2HZ3H:E2HE2H: MI= 1 : 5: 1)。
b)誘引源なし。
c)同じ添え字は 5%レベルで有意差がないことを示す (Tukey法）。













カメムシ (Mitchelland Mau, 1971 ; Brennan et 
al., 1977 ; Harris and Todd, 1980)やチ ャパネア
オカメムシ (Moriyaand Shiga, 1984), アシ ビロ
ヘリカメムシLeptoglossusaustralis (F ABRicrns) 
（安田・鶴町， 1994)では，フ ェロモンに卵寄生蜂
や寄生バエが誘引されることが明 らかになっている
(Mitchell and Mau, 1971 ; Harris and Todd, 1980 ; 





















せたプラスチック ・ペレット10個 (50mg) を，それ
ぞれプラスチック ・ボトルに入れ トラップの上部に
取り付けた（上記 l参照）。 対照川の トラップには，
空のボ トルを取り付けた。
合成フェ ロモ ンお よび各成分を誘引源と した ト
ラップ（対照用の トラップを含め計5個）を， 夏ダ




















分を含浸させたプラスチック ・ペレッ ト10個 (50
mg) を，それぞれ トラップ各面の中央部に5個ずつ
（トラ ップ当たり 計10個，50mg)直接取 り付けた。
対照用の トラップには， 何 も取り付けなかった。
上記ト ラップ（計5個）を， 雑草地に15m間隔で
直線上に配置した。誘引試験は1995年の9月7日か

























































合成フェロモンa) 1. 6ab 1. 34 
E2HZ3Htl 4. 2a 1. 10 
E2HE2H') 0. 2b 0. 45
Mid) 0. 6b 0. 89 
対照,) 0.2b 0.45 
a) 3物質の混合物 (E2HZ3H:E2HE2H: MI= 1 : 5 : 1)。 b) (E)-2 -hexenyl (Z)-3 -hexenoate。
c) (E)-2 -hexenyl (E)-2-hexenoate。 d)Myristyl isobutyrate。
e)誘引源なし。
f)同じ添字は 5%レベルで有意差がないことを示す (Tukey法による多重比較）。







第 5.3表 ホソヘリカメムシ合成集合フェロモンおよびその成分単体を誘引源と した粘着板 トラップ






























































ホソヘリカメムシ以外に，ミ ナ ミアオ カメムシ
(Mitchell and Mau, 1971 ; Brennan et al., 1977 ; 
Harris and Todd, 1980)とチ ャバネ アオカメムシ
(Moriya and Shiga, 1984)で，集合フェロモ ンの
存在が知られている。これらカメムシの集合フェロ
モンは同定されており (Aldrichet al. , 1987 ; 






































1996年と1997年の 2年間， 夏ダイズ圃場（品種 「コ
ガネダイズ」： 1996年は 4月23日播種， 1997年は 4
月24日播種）および秋ダイズ圃場（品種「フクユタ
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a) 3物質の混合物 (E2HZ3H:E2HE2H:MI= 1 : 5 : 1 ; 
第5.2表参照）。
b) (E) -2 -hexenyl (Z) -3 -hexenoate。
2)結果
(1)試験1















































いずれの 圃場 においても 著し く低かっ た（第
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（第 5.4C図）。その後E2 HZ 3 H処理圃場では雌
蜂の密度が高くな り， 8月下旬から 9月中旬までの
3回の調査で無処理圃場よりも寄生率が有意に高
かった。雌蜂の密度が減少し始めた 9月下旬以降，
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第5.4表 合成フェロモン,)処理圃場， E2HZ3H'l処理圃場および無処理圃場から採取したホソヘリカ





合成フェロモン 69.2a (13) 34.9a (324) 42.9a (21) 
E2HZ3H 66. 7a (6) 18. Ob (621) 27.3a (22) 
無処理 77. 8a (9) 20.2b (506) 20.8a (24) 
1997年夏ダイズ圃場
合成フェロモン 65.5a (29) 44. Sa (371) 69. la (588) 
E2HZ3H 87.5a (40) 41. 6a (515) 53. 7b (1858) 
無処理 89. 7a(29) 1. 9b (243) 83.5c (230) 
1997年秋ダイズ圃場
合成フェロモン 76.5a (34) 95. 2a (21) (0) 
E2HZ3H 75. Oa (20) 77. 3a (88) 56.7a (150) 








チの寄生率は， 合成フェロモン処理圃場，E2 HZ 3 
H処理圃場および無処理圃場の間で有意な差は認め











源直下 (6株）， ②誘引源付近 (12株），③その他
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第5.5表 合成フェロモン,)処理圃場， E2HZ3H"l処理圃場および無処理圃場における誘引源からの
距離とホソヘリカメムシの株当たり成虫数との関係
処理圃場 株当た り成虫数 （平均値士標準偏差）b) 
誘引源直下cl 誘引源付近cl その他cl
1997年夏ダイズ圃場
合成フェロモン 0.22士0.29a 0.06士0.12a 0.02士0.04a
E2HZ3H 0.02士0.06a 0.03士0.06a 0.03士0.06a
無処理 0.04士0.lla 0.03士0.06a 0.06士0.13a
1997年秋ダイズ圃場
合成フェロモン 0. 70士0.53a 0.07士0.09b 0.05士0.06b
E2HZ3H 〇士0a 0.02士0.04a 0.04士0.05a
無処理 〇士0a 〇士0a 0.03士0.05a
a)第5.2表参照。
b) 同一行の同じ添字は 5%レベルで有意差がないことを示す (Tukey法による多重比較）。





処理圃場 寄生率 (%) (平均値士標準偏差）b) 
誘引源直下c) 誘引源付近c) その他,)
1997年夏ダイズ圃場
合成フェロモン 25.4士30.8a 10.5士15.3a 1. 8士12.2a
E2HZ3H 12. 5士19.4a 6. 7士 6.la 9.8士 9.6a
無処理 3. 1士 8.8a 7.0士 8.2ab 7.5士 8.2b
1997年秋ダイズ圃場
合成フェロモン 26.9士22.0a 25.9士12.0a 21. 1士15.3a
E2HZ3H 48.8士33.5a 62.6士28.2a 47.8士25.6a
無処理 34.2士23.4a 34.8士20.8a 34.8士21.8a 
a)第5.2表参照。
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40「圃場一A
30 
・雌錢数 ~ 100 




























a) (El-2-hexeuyl (7'.1-:J, 如 X!'IIOal.e
• : ;)')"iレベルで圃場-AO)奇止率との間に有意芹があること
































,¥ しみは乃・ichogramma属 (Lewisct. al., 1972)や





る例 (Lewiset al. , 1972)等の祖告がある V その
後， Lewiset al. (197P)は，カイロモンを百上の産
卵楊所の近くド限定散布すると，富生蜂0)探索泊動
が強化されることをH月らか：: したV また， Lewiset 










の l 秤Heliothisvirescensに寄 I卜す る
Trichogramma叡）卵需ば年は，寄キの性フ＿，ーロモ
ン に反応する (Lewisc:1 al., 1982 ; ~oldus and 
van Lenlercn, 1985 ; ~olclus, 1989)ヽ．．このtフ_,.
ロモンは，柿物の葉に吸后され，過文に性的に成熟
した成虫がその場所にいたことを示す情謀となる
(.:-iold1s ct al., 1991) ,・・ホソヘリカメムシの某合




























































































































ほと適応度が高い (Boldt,1974; Iwata, 1966; 
Grant et al., 1980; Charnov et al., 1981 ; W. T. 
Jones, 1D8L ; Hurlbutt, 1987 ; Kir1g, 1987 ; Rosen-





























ど多くの卵が産卵され (Codfray, 1994), 
Trichogramma屈の卵寄叶蜂などで詳細な報＇古があ
る (Salt,1934, 1936 ; Klomp and Teerink, 1962, 
!%7)。そのような寄生蜂では，｝＜蓋な寄上に産卵
されることによって子の牛存率が高 くなる
























性比の低下をもたらす (Salt,1%1 ; Fisher, 1971〉
ため，寮生蜂の多くの種で1司種他個体応よる既‘卦生
寄上の識別機構が知られている (vanLenteren, 













関係にある 2種の動物は， 定｀(j)環境ドで1百」 ・0)貨
源を利用して共存することはで恙ず (Volterra,




























好適な habilal とは口えない。G1y•on 属の 2 種卵谷生
蜂のうち，ヘリカメクロタマゴバチは，ホソヘリカ
メムシ以外応クモヘリカメムシLeptocorisa cl庄
nensis (DALLAS), ホソハリカメムシ Cletuspun-













































































が考えられ， E2 HZ :3Hのようなカイロモン処埋




















































































































































































に合成フ T.ロモン (3物質の況合物：I と同程度に誘
り1されることがU月らかとなった。一方，ホソヘリカ
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Host-Parasitoid Interaction between the Egg Parasitoid Ooencyrtus 




The egg parasitoid Ooencyrtus nezarae parasitizes eggs of phytophagous bugs in soybean fields. Since 
this parasitoid has a comparatively wide host range and attains high parasitism in soybean fields of 
Kyushu, it is considered to be an important natural enemy of phytophagous bugs. I studied the host-
parasitoid interaction between 0. nezarae and the host bug species. In particular, I attempted to clarify the 
host species preference of this parasitoid and the interspecific competitions between this parasitoid and 
other dominant parasitoid species competitively attacking the eggs of the same bug species. In the course 
of the study, I found that the female 0. nezarae was attracted by a synthetic aggregation pheromone of the 
bean bug Riptortus clavatus, which is one of the major hosts of this parasitoid. This parasitoid female 
utilized the host pheromone as an attractant kairomone in the host searching process. Thus, I investigated 
the possibility of the attractant kairomone as a control agent to increase parasitism by 0. nezarae in 
soybean fields. Finally, I discuss the host-parasitoid relationship from the standpoints of competition, 
adaptation, and the future prospects of augmenting the activity of natural enemy parasitoids. The results 
obtained in each chapter are summarized as follows. 
1. Interaction between the egg parasitoids, in particular 0. nezarae, and the phytophagous bugs in 
soybean fields 
Seasonal fluctuations in the egg densities of phytophagous bugs, parasitism to the eggs by the 
parasitoids. and the abundance of parasitoid wasps were investigated in soybean fields inKumamoto, 
Japan, from 1990 to 1994. 
1) The eggs of the folowing seven species of phytophagous bugs were found on the soybean plants: 
Riptortus clavatus (THUNBERG), Piezodorus hybneri (GMELIN), Eysarcoris guttiger (THUNBERG), Nezara 
antennata Scorr, N. viridula (LINNAEUS), Plautia crossota stali Scorr. and Megacopta punctatissimum 
(MONTANDON). 
2) 0. nezarae females attacked al seven bug species. Although the parasitism rates varied among the 
bug species, high parasitism was usually attained in the eggs of R. clavatus, P crossota stali, and M. 
punctatissimum. 
3) 0. nezarae was a gregarious parasitoid in the eggs of R. clavatus and P crossota stali, while it was a 
solitary parasitoid in the other host species. Thus, an egg of the former species was more valuable as a host 
resource than an egg of the latter species. Considering the abundance of the eggs in fields and the value of 
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an e.cm in terms of the num her of parasitoids completing their development in a single host egg, the eggs of 
R. clavatus and P. hybneri arc major stable resources as hosts of tl1e parasitoid in soybean fields. 
4) The number of 0. nezarae fermtles caughL in sLicky-suction traps and Lheμarasilism by 0. nezarae 
increased with increases in the egg density of R. clavatu8, suggesting synchronization and a close 
interaction between this parasitoid and R. clavatus in soybean fields. 
!'i) Higher parasitism by 0. nezarae was found in the eggs laid on soybean leaves than in the eggs laid on 
stems or pods by R. clavatus and P. hybneri. This result suggests that the female wasps tend to search for 
hosL eggs on Lhe leaves of soy bean plan Ls. This host-searching behavior of・しheparasiloids was one cause of 
the difference in parasitism performance among the bug species with specific oviposition sites. 
6) Only females of 0. nezarae were caught by the traps during the season when tl1c p;.m1sitoids 
inunigraLed inloしhesoybem1 fields.'¥:Yhen new wasps began Lo emerge in Lhe soybean fields, lhe Lrapped 
wasps became male-biased. These results suggest that female wasps are colonizers and disperse more 
rapidly from emergence sites than males. 
2. Preference of 0. nezarae for two host species 
The oviposiLion behavior of 0. nezarae females Loward L1e eggs of the two hosL bugs. R. clavatus and P. 
hybneri. was investigated in the laboratory. The development of the immature parasitoid in these two host 
eggs and the reproductive traits of the females that emerged from these two hosts were compared. The 
results obtained are discussed in view of hosL preference and adaptation. 
I) When 0. nezarae females encountered R. clavatus eggs, they immediately began drumming on the 
eggs. However. the female wasps carried out the drumming after several contacts ¥¥ith P. hybneri eggs. 
Conseque叫y.0. nezarae females Look more Lime to compleLe Lheir oviposition on the P. hybneri eggs. 
sometimes leaving the eggs without ovipositing. 
2) 0. nezarae females preferred R. clavatus eggs Lo P. hybneri eggs. according Lo Lheir accepLance raLes 
and a choice test in the laboratory. This preference was not affected after some generations were reared in 
P. hybneri eggs. snggcstir1g tliat the fen叫ewasps have an irmat<、preferencefor R. clavatus eggs and that 
しhispreference is partially determined geneLically. This preference is considered Lo be one oi・しhemajor 
causes of the difference in parasitism rates among host species in fields. 
3) The different behavior (drumming ;.md oviposition) of the parasitoid females on↑ he two host bug 
species was aLLributed Lo the difference in Lhe chemiectl properties of・しheegg surface. In addition. physical 
characteristics, including the size and shape of the eggs, may be involved in the host's recognition of the 
parasitoid females. 
4) Survivorship of the immature parasitoids in R. clavatus eggs was significantly higher than that in P. 
hybneri eggs. The fcrmtle wasps that ernerg叫肛omR. clavatus eggs had more eggs than the females from 
P. hybneri. In addition, Lhe cosL (しime)required for hosL accepLance was low for R. clavatus eggs compared 
with P. hyhneri eggs. Therefore. this host preference of 0. nezarae females is highly adaptive. 
3. Inlerspecilic compelitions belween 0. nezarae and other p紅 asiLoiclspecies 
Tnterspecific larval competitions between 0. nezarae and other parasitoid species in the multiparasitized 
eggs of R. clavatus or P. hybneri ,vere examined in laboratory experiments. 
1) The winner of the hrrval competition between 0. nezarae and either of the two Gがonspecies in the 
eggs of R. clavatus depended on the interval of tl1cir oviposi6ons. Gryon spp. erncrg叫 fromthe host egg 
when both parasitoids allackecl the hosts within a short interval (one clay or les). In contrast. 0. nezarae 
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was the successful competitor in a long interval, i.e .it laid eggs at least three days earlier or later than its 
competitor. 
2) The com]JeliLion bel ween 0. nezarae mid Telenomos triptus in Lhe eggs of P. h_ybneri was asy mmelric. 
and 0. nezarae had a consistent advantage over T triptus. 
3) These re叫 tsindicate that 0. nezarae is a more succ:cssf川 competitorin P. hybneri eggs than in R. 
clavatus eggs_ However. this success of 0. nezarae in P. hybneri eggs did not reflect the parasitism in the 
瓜Ids.since tl1c percentage of parasitism of P. hybneri eggs by 0. nezarae was usually low in soybean瓜Ids.
4. Synthetic aggregation pheromone of R. clavatus: attractiveness to 0. nezarae and the effect of 
application on the parasitism activity of 0. nezarae in soybean fields 
The atlractiveness of Lhe sy叫1eticmale aggregation pheromone of R. clavatus Lo 0. nezarae was 
examined to clari灼 theactive components of the pheromone. The effect of field application of one of the 
active pheromone corn1xmcnts on the density of 0. nezarae and its parasitism in soybean fields was then 
sLUdied. 
1) 0. nezarae fen叫eswere attracted by one of the components of the synt11ctic pheromone. (E)-2-hcxcnyl 
(Z)-3-hexenoate (E2HZ3H). as well as a s四1theticaggregation pheromone (a mixtLLre of Lhree subsLances). 
E2IIZ:m did not attract the pest hug R. clavatus. Therefore. E2IIZ3II application was expected to increase 
the density of 0. nezarae, which is a common natural enemy of various phytophagous bugs. 
2) When fields were treated with E2HZ3H. 0. nezarae females migrated imo the treated fields earlier. 
before R. clavatus invasion. than they did into the untreated fields. Thereafter. the parasitoid females 
reached higher densities in the tn:atcd fields. Tims. tl1c E2H:Z3H field application was successful in 
increasing the parasiLoid clensiLy wiLhout atlracting pesL bugs. 
3) The parasitism of R. clavatus eggs by 0. nezarae was often significantly greater in the E2ITZ3IT-
LreaLecl Iielcls Lhan in the unLreatecl fields in auLumn, when the field densities oJ 0. nezarae were high. 
However, the percentage of parasitism did not go up with the E2IIZ3II application in summer. when the 0. 
nezarae density was usually low in tl1c fields. 
l{cy words: Ooencyrtus nezarae. egg parasiLoid. Riptortus clavatus, Piezodorus hybneri. host selection. 
interspecific competition. aggregation pheromone. soybean. 
